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市
で
は
、
平
和
都
市
宣
言
を
制
定
し
た
平
成

24
年
か
ら
中
学
生
が
広
島
平
和
記
念
式
典
に

参
加
し
、
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
松
本
大
学
・
平
和

創
造
研
究
会
と
連
携
し
、
大
学
生
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
な
が
ら
中
学
生
が
学
び
を
深
め
ま

し
た
。

現
地
で
の
学
び
と
思
い
を
形
に

７
月
３
日
に
行
わ
れ
た
第
１
回
学
習
会

で
は
、
大
学
生
が
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

や
被
害
の
大
き
さ
を
中
学
生
に
向
け
て
発
表

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
学
生
は
発
表
を
聞

い
て
思
っ
た
こ
と
を
話
し
合
い
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
学
習
の
軸
と
な
る
テ
ー
マ
を
設
定
。
広

島
を
訪
れ
た
時
に
着
目
す
る
点
や
疑
問
に
思

う
こ
と
を
整
理
し
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
に
は
広
島
を
訪
れ
、
平
和
記
念

資
料
館
や
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
を
見
学
。
生
徒

ら
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
見
学
し
て

い
ま
し
た
。
翌
日
は
約
１
２
０
カ
国
、
約

５
万
５
０
０
０
人
が
参
列
し
た
平
和
記
念
式

典
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
当
た
り
前
で
は
な

い
平
和
の
尊
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
16
日
の
第
２
回
学
習
会
で
は
、
現
地

を
訪
れ
て
気
付
い
た
こ
と
や
新
た
な
発
見
を

グ
ル
ー
プ
で
共
有
。
共
に
広
島
を
訪
れ
た
大

学
生
も
一
人
一
人
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
き
、

考
え
を
ま
と
め
る
助
言
を
し
て
中
学
生
を
見

守
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
９
月
13
日
の
体
験
発
表
会
で
は

各
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
成
果
を

発
表
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
学
ん
だ
こ
と
や
広

島
で
の
体
験
を
伝
え
ま
し
た
。
実
際
に
訪
れ

て
感
じ
た
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
何
気
な
い
日

常
の
大
切
さ
を
話
す
中
学
生
の
言
葉
に
、
多

く
の
人
が
う
な
ず
き
な
が
ら
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

過
去
の
参
加
者
が
語
る
平
和

発
表
会
後
は
令
和
４
～
６
年
度
に
こ
の

事
業
に
参
加
し
、
現
在
は
高
校
生
と

な
っ
た
皆
さ
ん
が
平
和
へ
の
学
び
を
深
め
た

こ
と
で
変
化
し
た
自
身
の
考
え
や
行
動
、
も

っ
と
知
り
た
い
こ
と
を
話
し
合
う
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
か
ら

は
「
参
加
し
た
こ
と
で
、
原
爆
の
話
を
友
達

と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
被
爆
者
の
思
い

各グループの発表の一部を紹介します

広
島
平
和
記
念
式
典
参
加
生
徒
体
験
発
表
会
・
平
和
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

次
世
代
が
つ
な
ぐ
平
和
へ
の
思
い

Voice　発表会を終えて　発表を終えた中学生と学習をサポートした大学生に話を聞きました。

を
知
り
、
原
爆
を
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
」と
い
う
生
活
の
変
化
や「
平

和
な
社
会
の
実
現
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
意

見
を
聞
い
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
」
な
ど
、

平
和
へ
の
歩
み
を
進
め
る
た
め
の
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
松
本
大

学
・
尻
無
浜
博
幸
教
授
は
講
評
で
「
戦
後
80

年
を
迎
え
た
本
年
に
安
曇
野
に
住
む
中
学
生

と
高
校
生
、
地
域
の
大
学
生
が
集
ま
っ
て
平

和
へ
の
学
び
を
深
め
た
意
味
は
大
き
い
」
と

学
習
の
成
果
を
結
び
ま
し
た
。

Report

①事前学習ではグ
ループごと学習テ
ーマを設定②「原爆
の子の像」に折り鶴
をささげる③原爆
ドームの前で記念
撮影④⑤広島での
体験を発表⑥高校
生が平和について
意見を交わしたト
ークディスカッシ
ョン

各グループがまと
めた発表会の資料
は市H

ホームページ
Pからご覧い

ただけます。

中学生の皆さんが平和に
対する自分なりの考えを
持っていることに驚きな
がらも、一人一人の思いを
尊重できるように意識し
ました。活動を通して、私
自身も学びを深めること
ができました。

広島平和記念資料館で
血に染まった衣服や溶
けて変形した弁当箱を
見て、原爆の恐ろしさを
感じました。発表では、
広島での学びや肌で感
じた思いを伝えること
ができました。

穂高西中学校
藤原ひより さん（14）

松本大学 平和創造研究会
神部涼馬 さん（22）

1 班　アメリカから見た原爆投下
　　   世界から見た原爆投下
なぜ原爆が広島と長崎に投下され
たのか、原爆投下に対する世界の
反応を発表しました。原爆が投下
された背景には、さまざまな条件
やねらいがあったことを交えて、
原爆の恐ろしさを伝えました。

2 班　戦争と核兵器の過去と今
広島平和記念資料館で見た被爆者
の遺品と証言から、同じ歴史を繰
り返さないよう語り継ぐことの大
切さを発表しました。被爆者の高
齢化が進んでいる中で、自分たち
の世代が原爆の恐ろしさを伝えて
いく役割があることや、今なお世
界では戦争が絶えないことから、
核兵器のない社会の実現を呼びか
けました。

3 班　原爆の規模と被害
爆心地の温度や放射線によって現
れる後遺症など、原爆の具体的な
被害や威力をクイズを交えて発表
しました。また、被爆した小学生が
書いた詩を紹介し、何気ない日常
の大切さに気付かされたこと、広
島で見聞きしたことをもとに、平
和への思いを次の世代につなぎた
いことを伝えました。
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